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ある． 

右括弧> ]  

              

2 

能性に

たり，

語（英

は原文

ー表は

読取り

は更新

号は原

M 句>

する．

対応行

導出さ

は，T

への対

中の

求した

初級

ここで

するに

いっ

れた．

し，中

由とし

SQL

設定で

＝コン

構

そ

と大

問合

<問合

つ

結合

EXC

なる

ーに

てい

能と

踏み

規格

し

に水

水

文の

1

2

■

さ

とど

的に

            

AS 

[ W

構文規則：（文献

6) <問合せ

更新可能

専用の表

そこで，SQL-8

大きな相違点が

合せ指定>ではな

合せ式>の定義

<問合せ式> ::=

<非結合問合
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しかしながら，
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1) 中級 SQL に

a) 中級 SQL

その効果
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る. 
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点である．ちな

ESPONDING 指
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まれてはならな
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初級 SQL に適用
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規定されること

の必要かつ十分

限定子として

選択リスト中

（column refer

こと． 

FROM 句はた

そしてそれは

表参照によっ

問合せの FRO

ないこと． 

GROUP BY 句

的には，SQL-9

ーは，実表から

よび列が基とな

ある」（文献[8]

お，結合ビュー

更新可能性が規

述の条件(c)によ

の曖昧性により

4]，そして「完

に存在しないこ

ーの更新可能性

-92 のビューは

されているが，

EPT も INTER

いる[4]．従って

から外されてい

SQL:1999 に

SQL:1999 にお

QL:1999[5]でビ

た．ビューを定

せ式（QE）を

のようにSQL-9

ととは異なり，

能性を規格化し

いうことなのか

QL:1999のビュ

-92のビュー定義

ったことと，[ 

指定>となった

形式： 

<ビュー定義>

CREATE [ 

             

            

ととなる．ここ

分条件は次の条

て DISTINCT を使

中の値式（val

rence）で，それ

ただ 1 つの表参照

は実表か更新可能

て最終的に識別

OM 句で（直接

句や HAVING 句

92 における更新

ら選択または射

なる実表の行お

]の p.128）と紹

ー（join view）

規格化の対象と

より排除され，

りスキーマレベ

完全 SQL」を実

ことを勘案すれ

性を規定したこ

は問合せ式（que

SQL-92 では，

RSECT も指定

て，UNION ビュ

いる．  

にみるビュー

おけるビューの

ビューの更新可

定義するにあた

用いて定義でき

92 では実質的

SQL:1999では

しようと改正が

か？まず，ビュ

ュー定義は以下

義と異なる点は

<左括弧> <ビ

たことである． 

> ::= 

RECURSIVE ]

              

            

に，問合せ指定

条件をすべて満

使用していない

lue expression）

れらのどれもが

照（table referen

能な導出表を特

別される実表は

あるいは間接的

句が使われてい

新可能なビュー

射影だけを行って

および列と1対1

紹介されること

は問合せ指定

となってもおか

また，結合ビ

ベルでは更新不

実装したリレーシ

れば，SQL-92 時

ことは頷けるこ

ery expression）

問合せ式につ

しないことが更

ューなどの更新

ーサポート 

更新可能性 

可能性について

たり，問合せ指

きる点はSQL-9

的にQSのみが規

はQEもその対象

が行われたとい

ュー定義から見

下に示す通りで

は，RECURSIVE

ュー列リスト>

 VIEW <表名> 

             

          

定が更新可能で

たすことである

いこと． 

がすべて列

が 2 回以上現れ

nce）を有するこ

特定しているこ

は，WHERE 句

的に）参照され

ないこと． 

ーは「更新が可

ており，ビュー

1に対応してい

が多い． 

で定義できるの

しくないが，規

ビューは一般に

不可と結論され

ショナル DBM

時点で上記のよ

とである．形式

を使って定義

ついては，UNIO

更新可能の条件

新可能性も規格

て大幅な見直し

指定（QS）では

92と同じである

規格化の対象と

象とするべくそ

うことである．

ていく． 

であるが，そ

Eビューが定義

> <右括弧> ] が

              

3 

である

る． 

参照

れない

こと，

こと． 

句の副

れてい

□ 

可能な

ー表の

いる場

ので，

規格で

に更新

れるこ

MS は

ように

式上，

義でき

ON も

件とさ

格化の

しが行

はなく

るが，

なっ

その更

一体

れが

義可能

が<ビ

構

実

問合

義>

アク

加え

適合

がSQ

ると

とを

を実

タリ

さ

のか

7.12

SQL

と

■

19

20

21

            

<ビ

AS

[ W

構文規則：（文献

9) ビュー表

が更新可

10) ビュー表

式>が挿入

実は，SQL:199

合せ式>でそれぞ

で，機能，形式

クセス規則（Ac

えて3個の適合性

合性についての

QL:1999のビュ

と謳うには，そこ

を保証しないと

実践することは

リあるいはOSSの

さて，SQL:199

か．それをどの

2に見ていくが

L:1999における

「問合せ式の更

SQL:1999 にお

―問合せ指定の

9) <問合せ指定

であるための

a) DISTINCT

b) <選択リス

である<導

はない．

c) QS に直接含

句 > または

>::=<FROM

句>]である

0) <問合せ指定

が挿入可能

る． 

1) <問合せ指定

a) <表式>の<

> TR を指

列が TR に

いわれる．

b) それ以外の

であり，Q

             

ビュー指定> 

S <問合せ式> 

WITH [ <レベル

献[5]より抜粋し

表が更新可能（

可能であるとき及

表が挿入可能（i

入可能であると

9では，規格の

ぞれの更新可能

式に続き，24個

ccess Rules），1

性規則（Conform

のSQL:1999のス

ュー定義に準拠

こに記されてい

いけないという

至難で，これま

のリレーショナ

9が更新可能と

ように規定して

（文献[5]より抜

更新可能なビュ

新可能性」の2

おける更新可能

の更新可能性―

> QS が潜在的

の必要かつ十分

が指定されてい

ト（select list）>

出列（derived c

含まれる<表式

は <HAVING 句

M 句>[<WHERE

る． 

定> QS は，QS の

（insertable-into

定> QS が潜在的

FROM 句>が正

定している場合

ある場合，QS

 

の場合，QS の列

QS の UT の一部
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ル句> ] CHECK 

し翻訳．番号は

（updatable）であ

及びそのときの

insertable-into）

とき及びそのと

の箇条7.11<問合

能性が，そして箇

個の構文規則（S

1個の一般規則

rmance Rules）

タンスは，リ

拠したビューサポ

いるすべての規則

うことである．

までそれを謳っ

ナルDBMS製品

とするビューは

ていくのかを箇

抜粋し翻訳．番

ューは，「問合せ

2つに分けて規定

能なビューの条

― 

的に更新可能（p

分条件は次がすべ

いない． 

>中に，同じ列参

column）>が複数

式（table expressi

句 >を含まな

E 句>][<GROUP

のすべての基表

o）である場合に

的に更新可能であ

正確に 1 つの<表

合，QS の列に対

S のその列は更新

列は，QS が基表

部の列に対応す

ベース学会和文論

icle No. 1, 2024 年

OPTION ] 

は原文のママ）

あるのは<問合

のみ． 

であるのは<問

きのみ． 

合せ指定>，箇条

箇条11.21 <ビュ

Syntax Rules），

則（General Rule

が規定されてい

レーショナルD

ポートを提供し

則を満たしてい

しかしながら，

ているプロプラ

は見当たらない

どのようなビュ

箇条7.11ならびに

番号は原文のマ

せ指定の更新可

定されている．

条件 

potentially upda

べて成り立つこ

参照（column ref

数回指定される

on）>は<GROU

い．なお， <

P BY 句>][<HA

表（underlying ta

にのみ挿入可能

ある場合： 

表参照（table refe

対応する更新可

新可能な列であ

表 UT に対して

するものがある

論文誌 

年 3 月        

 

 

せ式>

問合せ

条7.12<

ュー定

3個の

es）に

いる．

DBMS

してい

いるこ

，それ

ライエ

い． 

ューな

に箇条

マ），

可能性」

     

atable）

こと： 

ference）

ること

UP BY

< 表式

AVING

able）

能であ

ference）

可能な

あると

1 対 1

場合，
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22)

23)

―問

6) 

7) 

さ

SQL-

いた

う 2 つ

的に更

に更新

とく更

で，

なか

能性

けない

挿入

ベイ論文       

            

更新可能な列

) <問合せ指定>

くとも 1 つの

である． 

) <問合せ指定>

れる<表式>に

含み，かつ Q

純に更新可能

問合せ式の更新

<問合せ式> Q

つ十分条件は

含まれている

こと： 

a) QE1は，UN

DISTINCT

query expr

こと． 

b) もし QE1

NJQE をそ

こと： 

i) NJQE

RO を

しての

になる

ii) NJQE

ーブル

共に更

c) QE1 は，IN

なしに QE

d) QE2 は更新

<問合せ式> Q

は，QE1 が<問

つだけ含み，

さて，ここで注

-92 では「更新

が， SQL:1999

つの概念でそれ

更新可能」，「挿

新可能」と細分

更新可能なビュ

ビューへの行の

ったが，SQL:1
を考えると，更

いとう理由によ

はできないとい

             

            

列であるといわ

>は，それが潜在

の更新可能な列が

> QS は，それが

に直接含まれる<

QS のすべての結

能（simply updat

新可能性― 

QE1 が更新可能

は，すべての<問合

<問合せ式> Q

NION DISTINC

T を指定して

ression）> NJQE

が UNION A

そのまま含んで

は，<問合せ式

を直接含み，その

のリーフがROの

ることはないこ

の各列について

ルの基底列（un

更新可能または

NTERSECT を指

E2 を含むこと．

新可能であるこ

QE1 が挿入可能

問合せ式>または

QE2 が挿入可能

注意するべきは

新可能」という

9 では基本的に

れが規格化され

挿入可能」，「更

分化されている

ューは基表と行

の削除，挿入，

999 では結合ビ

更新（削除を含

よる．どういう

いうビューが存

              

            

われる． 

在的に更新可能

がある場合，更

が更新可能であ

<FROM 句>が

結果列が更新可

able）といわれ

能（updatable）で

合せ式>あるい

QE2 に対して次

CT，EXCEPT AL

いる<非結合問

E の介在なしに

ALL を指定する

でいるならば，次

式> LO と<問合せ

の結果として L

の一般に基とな

と． 

て，LO および R

nderlying colum

は更新不可である

指定する<非結合

 

こと． 

能であるための

は<問合せ指定>

能であること．

は，ビューの更新

1 つの概念でそ

に「更新可能」と

れている点であ

新可能」，「更新

）． これは SQ
行と列が 1 対 1
（列への）更新

ビューや UNIO
む）と挿入を分

ことかというと

存在するという

             

          

能であり，かつ

新可能（updatab

あり，QS に直接

1 つの<表参照

可能であるとき

れる． 

であるための必

いは QE1 にその

次がすべて成り

LL，またはEXC

問合せ式（non

に QE2 を含んで

る<非結合問合せ

次がすべて成り

せ項（query term

LO の通常は基

なる表であるリ

RO で識別され

mns）は，それぞ

ること． 

合問合せ式>の

の必要かつ十分

> QE2 をそのま

 

新可能性につい

それが規格化さ

と「挿入可能」

る（詳細には「

新可能な列」，「

QL-92 では先述

1 に対応してい

新を区別する必

ON ビューの更

分けて考えない

と，更新はでき

ことである．た

              

4 

つ少な

ble）

接含ま

照>を

き，単

必要か

のまま

立つ

CEPT 

n-join 

でいる

せ式> 

立つ

m）> 

基表と

ーフ

れるテ

ぞれ，

の介在

分条件

まま 1

□ 

いて， 

れて

とい

「潜在

「単純

述のご

いたの

必要が

更新可

いとい

きても

たとえ

ば，表

V の

t を
入す

ばな

以

続け

体が

当て

るが

UNI

4.2

上

な概

性」

で，

うと

[1]

            

表 R と S の U
の更新は可能だ

R に挿入するべ

するべきか，意味

ならない． 
以下，まずは，

けて，SQL:1999

が細かく分類さ

てられたが，それ

が的確な例を用

ION ALL ビユー

ビューの更新

上記のように S

概念が導入され

と「問合せ挿入

それを紹介す

とした場合の一

問合せ更新可能

① 表参照の

・表参照

あり，

・表参照

問合せ

合せ式

・表参照

出する

あり，

② 問合せ指

③ 問合せ指

「SQL:19

で定義さ

④ 問合せ指

「SQL:19

で定義さ

更新可能

ューの条

・FROM

場合，そ

・問合せ

能であ

⑤ 問合せ式

問合せ式

れるなら

おける更

・集合演

・2 つの演

             

NION ビュー 
が，V にタップ

べきか，S に挿

味的曖昧性が生

これら多様な

では SQL 規格

れ，分類された

れを概観する．

用いて SQL:199

ーの更新可能性

新可能性の多様な

SQL:1999 では

たが，文献[8]の

入可能性」とい

る．SQL:1999

助となるはずで

能性 

の更新可能性 

照が実表の表名

表参照のすべて

照がビュー表の表

式が更新可能な

の更新可能な結

照が導出表，横参

問合せ式が更新

問合せ式の更新

指定と基表の 1 対

指定の潜在的更新

999 における更

れている通り．

指定の更新可能性

999 における更

れている通り．

能列については

条件」の 21)項で

句がただ 1 つ

その表参照の更

せ指定と 1 対 1

る． 

式の更新可能性 

式が集合演算子

ば，問合せ式は

更新可能なビュー

演算は UNION A

演算項が同じ表

日本データベ
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V（=R UNION
プル t を挿入し

挿入するべきか

生じるので，挿入

な概念を整理す

格への適合性の

た区分それぞれ

さらに，本章

99 規格のもと

性を議論する．

な概念 

はビューの更新

の 4.6 節にそれ

いう観点から整理

規格のビューサ

である． 

である場合，表

ての結果列は更

表名である場合

ならば表参照は

結果列は更新可

参照導出表であ

新可能ならば表

新可能な結果列

対 1 対応 

新可能性 

更新可能なビュ

． 

性 

更新可能なビュ

． 

「SQL:1999 にお

で定義されてい

つの更新可能な表

更新可能な結果列

対応の基表の更

である場合，次

は更新可能であ

ーの条件」の 6

ALL である． 

表を基としない

ベース学会和文論

icle No. 1, 2024 年

N S）を考えたと

しようとしたと

，あるいは両方

入は不可としな

ることから始め

主張のために機

に機能識別子が

後段で，簡単で

とでの結合ビュ

可能性について

れを「問合せ更新

理した記述があ

サポートを実装

表参照は更新可

更新可能である

合，それを定義

は更新可能であ

可能である．

ある場合，それ

表参照は更新可

列は更新可能で

ーの条件」の

ーの条件」の

おける更新可能

いる通りである．

表参照で構成さ

列は更新可能で

更新可能列は更

次のすべてが満

ある（「SQL:19

6）項）． 

い． 

論文誌 

年 3 月        

 

とき，

きに，

方に挿

なけれ

める．

機能全

が割り

ではあ

ューや

て多様

新可能

あるの

装しよ

可能で

． 

義する

り，問

れを導

可能で

ある． 

19)項

22)項

能なビ

 

される

である． 

更新可

満たさ

999 に
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[2] 問

①

②

③

4.3 

SQ

細か

られ

を追加

規格へ

を完全

なっ

的に機

呼ぶ

能を

規格

要求

注

T111

ー保存

合せ式

とで

て論

4.4 

結

義で

更新不

格の

ま

基表

てい

たす

ベイ論文       

            

・2 つの演

は同一で

・集合演算

問合せ挿入可能

① 表参照の挿

・表参照が

ある． 

・表参照が

問合せ式

・表参照が

出する問

ある． 

② 問合せ指定

「SQL:199

で定義され

③ 問合せ式の

「SQL:199

定義されて

ビューの更新可

QL:1999 では，

く分類され，分

た．機能識別子

加的に主張でき

への適合性のた

全に包含し，そ

ている．また，

機能を選択して

データベースア

まとめた設定に

に準拠するリレ

を満たし，かつ

注目するべきは

，機能名称「更

存による一対一

式の更新可能性

ある．SQL の適

じる． 

SQL:1999 のも

結合ビューは<問

きるので SQL-

不可能とされた

もとではどのよ

まず，一般に結

に一意に変換す

ることはよく知

と更新可能とな

             

            

演算項の結果列の

である． 

算項は更新可能

能性 

挿入可能性 

が実表の表名で

がビュー表の表

式が挿入可能な

が導出表，横参

問合せ式が挿入

定の挿入可能性

99 における更

れている通り．

の挿入可能性 

99 における更新

ている通り． 

可能性に関連す

SQL 規格への適

分類された区分そ

子の示す各機能

きる部分に大き

ため必須の最小

その中級と完全水

この中核 SQL

て主張すること

アプリケーショ

に適合させるこ

レーショナル D

つ容易に実装可

，ビューの更新

更新可能な結合

一対応関係に基

性」が適合機能

適合性試験の歴

もとでの結合ビ

問合せ式>を持

-92 規格のもと

た理由は前述の

ような扱いとな

合ビューはそれ

することができ

知られたことで

なる場合がある

              

            

の対応する列ど

能である． 

である場合，表

表名である場合

ならば表参照は挿

参照導出表であ

入可能ならば表

性 

新可能なビュー

 

新可能なビュー

する機能識別子

適合性の主張の

それぞれに機能

能は中核 SQL（c

きく分類される

小言語仕様で，

水準の一部機能

L に準拠するこ

とができる．さら

ョンの特定の分

ことができる．

DBMS 製品とし

可能である範囲

新可能性に関連

合，UNION 及び

基づく問合せ指

としてリストア

歴史と経緯につ

ューの更新可能

持ち出さずとも

とでも結合ビュ

の通りである．

なるのか，それ

れに対して発行

きないことから

であるが，一方で

ることも示せる

             

          

どうしの更新可

表参照は挿入可

合，それを定義

挿入可能である

ある場合，それ

表参照は挿入可

ーの条件」の 2

ーの条件」の 7)

子の導入 

のために機能全

能識別子が割り

core SQL）と適

．中核 SQL は，

SQL-92 の初級

能を含む機能設

ことに加えて，

らに，パッケー

分野に向けに追

中核 SQL は，

して最小限のユ

に限定されてい

連して，機能識

び列」，機能記述

定の更新可能性

アップされてい

ついては 7 章で

能性 

<問合せ指定>

ーは定義できる

では，SQL:199

を見てみる．

行された更新操

ら更新不可能と

で，一定の条件

．そのような簡

              

5 

可能性

可能で

義する

る． 

れを導

可能で

20)項

)項で

全体が

当て

適合性

SQL

級水準

設定に

追加

ージと

追加機

SQL

ユーザ

いる． 

識別子

述「キ

性，問

いるこ

で改め

>で定

るが，

99 規

操作を

され

件を満

簡単な

例を

【例

実

結合

この

立し

対 1

節）．

な

の著

て関

うな

新可

たら

さ

SQL

のか

ー定

るの

で，

証を

新可

表参

移る

基表

能な

C で

は U

ると

かつ

（up

リ

ブル

を結

意味

性は

OSS

準拠

中に

性を

ナル

            

を次に示す．

例題 1】（SQL:19

実表 R(A, B)と S

合ビューを次に

CREA

A

F

W

のとき，B が S の

している．した

1 の関係性が出

． 

なお，SQL の規格

著書[6]では結合

関数従属性を（関

な関係性を意識

可能性に関する

らない． 

て，このような

L:1999 で結合ビ

か，規格に照ら

定義>の構文規則

のは<問合せ式>

V について箇条

を行うと， a), 

可能であること

参照，この例で

る．「QS の列は

表 UT の一部の列

な列であるとい

で，A と R.B は

UT の S の C と

と，22)項 「<問

つ少なくとも

pdatable）であ

レーショナル

ルに分散して格

結合して生成さ

味がある．加えて

は格段に向上し

S のリレーショ

拠しているので

には SQL:1999 で

を踏まえて，更新

ル DBMS が出現

             

999 のもとで更

S(B, C)，ここに

ように定義する

ATE VIEW V  

AS SELECT A, 

FROM R, S  

WHERE R.B=S

の主キーである

がって，V のタ

出来上がり，V

格化に深く関わ

合ビューの更新

関係ありげに）

しているのかな

規格と関数従属

な認識の下で，

ビューの更新可

し合わせながら

則の 9)項「ビュ

>が更新可能で

条 7.11 の「問合

b), c)をすべて満

が分かる．潜在

は R と S，をし

，QS が UT に対

列に対応する更

われる」につい

はそれぞれ UT の

1 対 1 であるの

問合せ指定>は，

1 つの更新可

る」により，V

データベースで

納されている状

れる結合ビュー

て，もし結合ビ

しよう．実働して

ナル DBMS の

更新可能な結合

で新しく拡張さ

新可能な結合ビ

現していること
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更新可能な結合

に，B は S の主

る． 

R.B, C 

S.B 

るので B→C とい

タップルと R

は更新可能とな

わってきたメル

新可能性を紹介

紹介している

なと想像される

属性を直接関連

例題 1 の結合

可能性がどのよ

ら見ていく．ま

ュー表が更新可

あるとき及びそ

合せ指定の更新

満たしているの

在的に更新可能

しているので，

対して 1 対 1 で

更新可能なもの

いては，QSの列は

の R の A と B

ので，更新可能

それが潜在的

可能な列があ

V は更新可能で

では関連するデ

状況は多々あり

ーをサポートす

ビューが更新可能

ているプロプラ

のほとんどは先

合ビューのサポ

された 1 対 1 対応

ビューのサポー

も事実である．

ベース学会和文論

icle No. 1, 2024 年

合ビューの例）

キーとする，の

いう関数従属性

のタップルの間

なる（文献[14]

ルトン（J. Melto

したあと，節を

ので，暗に上述

るが，結合ビュー

連付ける記述は

合ビューV につ

うに判定されて

ず，箇条 11.21

能（updatable）

そのときのみ」

新可能」の 19)項

ので V は潜在的

であり表式が 2

21)項の b)の検

であるように，

のがある場合，更

は例題１ではA

に 1 対 1 であ

能な列である．そ

的に更新可能で

る場合，更新

であると結論で

データが複数の

り，それらのテー

することにはと

能であればその

ライエタリある

述の通り SQL-

ポートはできな

応に基づく更新

トを謳うリレー

 

論文誌 
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の自然

性が成

間に 1

の 7.6

□ 

on）ら

を改め

述のよ

ーの更

は見当

つき，

ていく

<ビュ

であ

なの

項の検

的に更

2 つの

検証に

QS の

更新可

A, R.B, 

り，C

そうす

であり，

新可能

きる． 

のテー

ーブル

とても

の有用

るいは

-92 に

いが，

新可能

ーショ



サーベ

    

4.5 

SQ

<問合

EXCE

って定

ここ

せ式

例題

そこ

るこ

【例題

和

osaka

emp(

CR

こ

―問合

続い

し

この場

そ

必要

6)

ので成

6)

NJQE

そ

ベイ論文       

            

SQL:1999 のも

QL:1999 のもと

合せ式>を指定

EPT [ ALL | DIS

定義されるビュ

では「SQL:199

の更新可能性―

と共に見ていく

こで，一定の条

とを SQL:1999

題 2】(SQL:199

両立な 2 つの

a_emp(emp_id, 

emp_id, emp_na

REATE VIEW e

AS S

    

ここで，tokyo_e

合せ式の更新可

て指定されてい

QE1

したがって，QE1

場合 2 つあり，

QE2

QE2

そこで，<問合せ

かつ十分条件を

)項 a) の条件は

成立している．

)項 b)については

E = QE1 である

そこで，b)-i) と

b)-i)：「NJQE

RO を直

ての末端

になるこ

QE21，R

b)-ii)：「NJQE

されるテ

ぞれ，共

いては，

れ tokyo

している

             

            

もとでの UNION

とでは，ビュー

定できるので，

STINCT ]， IN

ューを生成でき

99 における更新

―に従って，UN

く． 

条件を満たす UN

規格と照らし合

99 のもとでの U

の実表 tokyo_

emp_name, d

ame, dept)を次の

emp(emp_id, em

SELECT * FRO

UNION ALL 

SELECT * FRO

emp と osaka_em

可能性―で導入

いる<問合せ式>

SELECT * F

1:  UNION AL

SELECT * F

1 にそのまま含

それらは次の

21:  SELECT *

22:  SELECT *

せ式> QE1 が更

を吟味してみる

は，QE1 が UNIO

 

は，まさしく Q

る． 

b)-ii) を検証す

は，<問合せ式

直接含み，その結

端（leaf）が RO

ことはないこと

RO = QE22 であ

E のすべての列

テーブルの基底

共に更新可能ま

LO および RO

o_emp と osaka_

るから，成立し

              

            

N ALL ビューの

の定義に<問合

UNION [ AL

TERSECT [ AL

きる（デフォル

新可能なビュー

NION ALL ビュ

NION ALL ビュ

合わせて検証し

UNION ALL ビ

_emp(emp_id, 

dept) の UNIO

のように定義す

mp_name, dept) 

M tokyo_emp 

OM osaka_emp 

mp は更新可能

入された QE1 は

>である． 

FROM tokyo_em

L 

FROM osaka_em

含まれている<問

の通りとなる． 

* FROM tokyo_e

* FROM osaka_e

新可能（updata

る．  

ON ALL を用い

QE1 は UNION

する： 

式> LO と<問合せ

結果として LO

O の一般に基と

と」については，

あるので，成立

列について，LO

底列（underlying

たは更新不可能

O で識別される

_emp であり，そ

している． 

             

          

の更新可能性

合せ指定>ではな

LL | DISTINCT

LL | DISTINCT ]

トは DISTINC

ーの条件」の―

ューの更新可能

ューが更新可能

してみる． 

ビューの更新可能

emp_name, dep

ON ALL ビ ュ

する．  

とする．このと

はキーワード A

mp 

mp 

問合せ指定>QE

emp 

emp 

able）であるた

いて定義されて

ALL を用いて

せ項（query term

O の通常は基表

となる表である

この例では，

立している． 

O および RO で

g columns）は，

能であること」

るテーブルはそ

それらは更新可

              

6 

なく 

T ]，

]を使

CT）．

―問合

能性を

能とな

能性) 

pt)と

ュ ー

き，

AS に

E2 は

ための

ている

ており

m）> 

表とし

る末端

LO = 

で識別

それ

につ

それぞ

可能と

し

能で

な

に示

基表

てお

①

②

③

5.

SQ

規格

な改

では

そこ

いる

5.1

SQ

れず

SQL

が導

対す

とい

値が

能と

行う

する

ある

す．

【例

する

            

c) ：INTERS

d) ：QE2 が更

と osak

したがって，加

である． 

なお，SQL:1999

示すように，問合

表（の行や行の列

おく（文献[8]の

① UPDATE 文の

定義で指定さ

問合せ式を構

の列が更新対

② DELETE 文の

ビュー定義で

ず，問合せ式

の行が削除対

③ INSERT 文の

ー定義で指定

問合せ式を構

入対象となる

SQL:2003 以

QL:1999 で拡張

格の改正で概念

改正は SQL:2008

はビューの更新

こで導入された

るので，それを

SQL:2003 

QL:2003[7]では

ず，その規格は

L:2003 では新し

導入された[7, 9

する演算結果の

いうわけではな

がある．ビュー表

とはならないが

う生成列を基と

るとその列は更

るが，生成列を基

 

例題 3】(SQL:20

従業員の身長

るビュー表 bmi

             

SECT を使用し

更新可能である

ka_emp は更新可

法和ビューemp

9 におけるビュ

合せ式を構成す

列）の存在が前

の 4.6.5 項）． 

の更新対象表に

された問合せ式

構成する問合せ

対象となる． 

の削除対象表に

で指定された問

式を構成する問

対象となる． 

の挿入対象表に

定された問合せ

構成する問合せ

る． 

以降 SQL:20

張されたビュー

，用語の整理と

8 と SQL:2016

可能性そのもの

<生成列>がビ

指摘することか

はビューとその

SQL:1999 のそ

しい列の種類と

9]．生成列は実

値が保持される

いが，ビューの

表に演算を行う

，ビュー定義で

なる実表に定義

新可能な列にな

基とすることで

003 の<生成列>

と体重を保持す

を定義するこ
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していないので成

ることを要求して

可能としている

p(emp_id, emp_

ュー表に対する

する問合せ指定

前提となってい

にビュー表を指

式が更新可能で

せ指定と 1 対 1 対

にビュー表が指

問合せ式が削除

問合せ指定と 1 対

にビュー表が指定

せ式が挿入可能

せ指定と 1 対 1 対

023 に至るビ

ーの更新可能性

と記述の整備が

でなされている

のに対する改正

ューの更新可能

から議論を始め

更新可能性につ

それと同一であ

して<生成列>

実表に定義する列

る．この機能は

の更新可能性を

う列を定義する

で演算を行う代

義して，その列

なる．同じ結果

で列が更新可能

>とビューの更

する checkup 表

とを考える．B

ベース学会和文論
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成立する． 

ているが，tokyo

るので成立して

_name, dept)は更

更新については

と 1 対 1 対応と

ることを改めて

定する場合，ビ

なければならな

対応となる基表

指定される場合

可能でなければ

対 1 対応となる

定される場合，

でなければなら

対応となる基表

ビューサポー

について，その

が行われたが，そ

る．一方，SQL

正は見受けらな

能性に影響を与

める． 

ついての改正は

ある．しかしな

（generated colum

列で，その表の

ビューのための

高めるための利

と，その列は更

代わりに，同じ演

をビューの列の

を得るビュー表

能となる．具体例

新可能性) 

から，BMI 値を

BMI 値は weig

論文誌 

年 3 月        

 

o_emp

いる． 

更新可

□ 

は，次

となる

て記し

ビュー

ない．

表の行

合には，

ばなら

る基表

ビュ

らない．

表が挿

ート 

の後の

その主

L:2003

いが，

与えて

は見ら

がら，

mns）

の列に

の機能

利用価

更新可

演算を

の基に

表では

例を示

を参照

ght(kg)



サーベ

    

÷((h

一つ

表の列

C

C

この

bmi 列

なの

も

えてみ

C

C

この

する

ら決

更新

DEFA

bmi=

5.2 

SQ

T111

とい

■ 

ビ

る表

更新

T111

限られ

ュー

らで

が変更

■ 

ビ

が生成

セス

ベイ論文       

            

height(m))2 のよ

つの方法は，こ

列のデータ型は

CREATE TABLE

VARCHA

CREATE VIEW 

 AS SELECT 

FROM c

WHERE

O

ビューは bmi 列

列は，基となる

で更新可能では

う一つの方法と

みる． 

CREATE TABLE

VARCHA

GENERA

CREATE VIEW 

AS SELEC

FROM

WHER

ビューの bmi列

ので更新可能で

まる演算結果の

新値や挿入値を

AULT を指定

=DEFAULT と指

SQL:2008 

QL:2008[10]での

」を用いて行わ

う用語が導入さ

機能識別子 T1

ビューが単純に

の1対1対応の

可能とされるが

「更新可能な結

れる．T111 を

に更新可能とい

ある．このよう

更された．  

実効的に更新可

ビューを定義し

成される．認可

やその利用の認

             

            

うに計算される

これを単純に次

は適当）． 

E checkup(emp_

AR(128), height

bmi(emp_id, em

emp_id, emp_na

checkup 

E weight/POWER

OR weight/POW

列以外の列が更

表の列そのもの

はない． 

として，checkup

E checkup(emp_

AR(128), height

ATED ALWAYS

bmi(emp_id, em

CT emp_id, emp

M checkup 

RE bmi<18.5 OR

列は基となる ch

である．bmi 列の

の値である必要

を明示的に指

する必要があ

指定する）． 

の変更点は，更

われるようにな

された点である

111 による更新

更新可能ではな

の関係がある場合

が，これはリレ

結合，和集合及

を提供しないと実

いう特性が付与

うな事情で，問合

可能という用語

た認可識別子に

可識別子とは，

認可として権限

              

            

る． 

のように実現す

_id CHAR(7), em

t DEC(4,1),weig

mp_name, bmi) 

ame, weight/PO

R(height,2)<18.

WER(height,2)>=

更新可能なので

のを基とする列

p 表に生成列を

_id CHAR(7), em

t DEC(5,2),weig

S AS weight/PO

mp_name, bmi) 

p_name, bmi  

R bmi>=25 

heckup表の bm

の値は height 列

要があるので，

定する場合に

ある（例えば

更新可能性の定

なった点と「実

る． 

可能性の規定 

ない場合は，問

合に基となる表

レーショナル D

及び列」の機能

実際には更新は

与されることは

合せの更新可能

語の導入 

にはビューを操

表のような SQ

限を与える対象

             

          

することである

mp_name 

ght DEC(4,1))

WER(height,2) 

5  

=25 

更新可能である

列ではなく演算

を定義する方法

mp_name 

ght DEC(4,2), bm

WER(height,2))

i列をそのまま

列と weight 列の

更新や挿入の際

には，値では

ば更新の指定

定義が「機能識

実効的に更新可

問合せ指定と基

表の更新可能な

BMS が機能識

能を提供する場

はできないのに

は矛盾したこと

能性の規則の書

操作するための

QL の資源への

象を示すための

              

7 

る（基

 

るが，

算結果

法を考

mi 

) 

ま基と

の値か

際に，

なく

では

□ 

識別子

可能」

基とな

な列は

識別子

場合に

に，ビ

だか

書き方

の権限

のアク

の名前

であ

別子

無条

U

更新

で，

挿入

は単

対応

種類

めて

的に

新可

であ

こ

よう

構

5.3

さ

た．

る．

SQL

ーだ

「一

条 7

構

一

語が

たが

の潜

相応

            

ある．利用者識別

子として使用さ

条件に生成され

UPDATE 権限，

新可能でないビ

これらの権限が

入可能性に関わ

単純に更新可能

応に基づく更新

類の更新可能性

て表す用語が必

に更新可能」で

可能」である場

ある場合という

これらの 2 つの

うに改められた

構文規則：（文献

7) <問合せ

(updatable

8) <問合せ式

に更新可

9) ビュー表

T111「更

ビュー表

可能 (eff

SQL:2016 

さて，SQL:200

ビュー定義の

ビューの更新

L:2016 では，実

だけではなく<問

一般に更新可能

7.16 <問合せ指定

構文規則：（文献

26) <問合せ指

一つの潜

指定>は，

28) <問合せ指

処理系が

提供し，

新可能 (

一般に更新可能

が多用されると

が，あまり必然性

潜在的に更新可

応に意味が特定

             

別子（ユーザ名

れる．ビューの

る． 

INSERT 権限，

ューに UPDAT

が生成されるか

ってくる．SQL

な場合と，SQL

新可能性があり，

を並べて書く煩

要となった．そ

ある．つまり，

合か，または

ことになる． 

の変更により，

． 

献[10]より抜粋

式>が更新可能

e) とする． 

式>が単純に更

可能 (simply upd

表が単純に更新

新可能な結合，

表が更新可能な

fectively updatab

8 は SQL:2011

形式は SQL:19

新可能性について

実効的に更新可

問合せ指定>の

」という用語が

定>の中で次の

献[11]より抜粋

指定>が潜在的

潜在的に更新可能

一般に更新可

指定>QS は，Q

が機能 T111「更

かつ，QS が一

effectively upda

という用語は何

規則の理解の妨

性はないように

能な列をもつと

的になるにもか
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名）や役割名（

の定義者に対し

DELETE 権限

TE 権限を付加

かどうかは，ビ

L:1999 で見た

L:1999 で新し

，権限の生成に

煩雑を避けるた

そのために導入

実効的に更新

「1 対 1 対応に

ビューの更新

粋し翻訳．番号

能ならば，ビュ

更新可能ならば，

datable) とする

新可能か，又は

和集合及び列

らば，ビュー表

ble) とする． 

を経て SQL:20

999 や SQL:200

ての規則も基本

可能という用語

の更新可能性に

が導入された．

ように定義され

粋し翻訳．番号

的に更新可能で，

能な列をもつな

可能 (generally u

QS が単純に更新

更新可能な結合

一般に更新可能

atable) とする．

何の形容もない

妨げになるとい

に思える．ただ

という条件付け

かかわらず，何

ベース学会和文論
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ロール名）が認

して SELECT 権

についてはどう

しても意味がな

ューの更新可能

とおり更新可能

く拡張された

においていちい

ために，これらを

入された用語が

可能とは「単純

に基づいて更新

可能性の規則は

は原文のママ）

ュー表は，更新

，ビュー表は，

． 

SQL 処理系が

列」を提供し，か

表は，実効的に

016[11]へと改正

08 のそれと同一

本的に同一であ

の使用範囲が，

に拡大された．

これらの用語は

れる． 

は原文のママ）

，かつ，少なく

ならば，その<問

updatable) とす

新可能か，又は

，和集合及び列

ならば，実効的

 

い更新可能とい

いう理由で導入

だし，少なくとも

けが行われるこ

の形容もない更

論文誌 

年 3 月        

 

認可識

権限は

うか．

ないの

能性や

能性に

1 対 1

いち 2

をまと

「実効

純に更

新可能」

は次の

 

新可能 

単純

が機能

かつ，

に更新

正され

一であ

ある．

ビュ

また，

は，箇

 

くとも

問合せ

する． 

は SQL

列」を

的に更

いう用

入され

も一つ

とで，

更新可



サーベ

    

能とい

合い

ビ

てい

構

5.4 

S

た[12

Datab

ため

緩和

見当

同じ

6. 

SQ

規定す

本章

規格

て<問

たい

6.1 

<問

部分

 潜

<問

在的

―

―

―

こ

行と

は排

なる表

化され

れる場

とは

られ

めに最

と考
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いう用語を使う

の上で好ましく

ビューの更新可

る． 

構文規則：（文献

10) QE が一般

能 (genera

11) QE が単純

能 (simply

12) QE が実効

新可能 (e

SQL:2023 

SQLの最新規格

2]．この改正は

base languages S

であり，既存機

だけにとどまっ

たらず，SQL:2

ということでよ

SQL におけ

QL-87 に始まり

するために，さ

では，ややもす

の諸要素の意味

問合せ指定>と<

． 

<問合せ指定>

問合せ指定>と

であり一つの S

潜在的に更新可

問合せ指定>が

に更新可能とい

― DISTINCT な

― 結果列に同じ

― グループ表で

この条件によっ

，問合せ結果の

除される．DIST

表と問合せの行

れて基となる表

場合も同様であ

，問合せ結果の

ることを排除す

最低限必要な性

えることができ

             

            

うことは，単純に

くないと考えら

能性については

献[11]より抜粋し

般に更新可能な

ally updatable) 

純に更新可能な

y updatable) と

効的に更新可能

effectively updat

格として SQL:20

は ISO/IEC 9075-

SQL — Part 16

機能についての修

っている．した

2023 はビューサ

よい． 

るビューの更

り SQL:2023 に到

さまざまな概念

すると断片の集合

味・意図すると

<問合せ式>の更

>の更新可能性 

いう SQL 規格

SELECT で指定

可能な<問合せ指

次の条件を満た

いう． 

なし． 

じ列が一つ以上

でない． 

て FROM句に指

の表の行が 1 対

TINCT によって

行は一般的に多

表の行の集まり

ある．結果列に同

の表の複数の列が

する．潜在的に

性質があって，更

きる． 

              

            

に更新可能等の

られる． 

は次のように簡

し翻訳．番号は

らば，ビュー表

とする． 

らば，ビュー表

する． 

ならば，ビュー

table) とする．

023規格が 2023

-16:2023 Inform

6: Property Grap

修正は不備の修

がって，ビュー

サポートに関し

更新可能性―

到るまで，ビュ

念，用語，そし

合体の感を与え

ころを咀嚼し伝

更新可能性の理

格の構文要素は，

定される範囲を

指定> 

たすとき，その

上指定されない．

指定される問合

1 に対応しなく

て行の重複排除

多対 1 対応の関係

が 1 個のグル

同じ列が 1 つ以

が基となる表の

更新可能とは，

更新可能となる

             

          

の他の用語との

簡潔な形に変更

は原文のママ）

表は，一般に更

表は，単純に更

ー表は，実効的

 

3年 6月に公開

mation technolog

ph Queries の新

修正と軽微な制

ーに関連する修

しては SQL:201

―総括― 

ューの更新可能

て記述が出現し

えてしまいかね

伝えることで，

理解向上の一助

，問合せの原子

示している．

の<問合せ指定>

 

合せの基となる

くなるような問

除が行われると

係になる．グル

ループに対応付

以上指定されな

の同じ列に対応

更新可能であ

る可能性がある

              

8 

の釣り

更され

 

更新可

更新可

的に更

開され

gy — 
新設の

制限の

修正も

16 に

能性を

した．

ねない

改め

助とし

子的な

>は潜

る表の

問合せ

基と

ループ

付けら

ないこ

応付け

あるた

ること



潜

条件

―

―

潜

行は

対応

とな

ある

可能



<

の問

一般

ても

基と

もな



一

<問合

―

―

―

単

合せ

集ま

装で

なる

う場

よう



実

で述

更新

定>

を取

<

可能

            

潜在的に更新可

潜在的に更新可

件を満たすとき

― <問合せ指定

ただ一つで

る列である

― 基となる表は

対 1 対応の

る列である

潜在的に更新可

は 1 対 1 対応の

応の関係になる

なる．そのような

るような場合は

能な列である条

一般に更新可能

<問合せ指定>が

問合せ結果列が

般に更新可能と

も，問合せの結

となる表の列に

ない．このよう

単純に更新可能

一般に更新可能

合せ指定>は単

― <問合せ指定

ただ一つで

― <問合せ指定

― <問合せ指定

せが指定さ

句に指定さ

単純に更新可能

せ指定>に相当す

まりは，更新の実

では，副問合せ

る表の更新の結

場合があり，その

うなことが要請

実効的に更新可

実効的に更新可

述べた．そこで

新ができないの

を更新可能とす

取り込んだ概念

<問合せ指定>は

能という． 

             

可能な列 

可能な<問合せ指

，その列は潜在

定>の基となる表

であり，その基

る． 

はただ一つでは

の関係になる基

る． 

可能な<問合せ指

の関係になるの

基となる表の列

な列であっても

更新可能ではな

件が付加されて

能な<問合せ指定

が潜在的に更新

潜在的に更新可

いう．<問合せ

果列がすべて演

に対応する列が

な<問合せ指定

能な<問合せ指定

能な<問合せ指定

単純に更新可能と

定>の基となる表

である． 

定>のすべての結

定>の WHERE

される場合，<問

される表）は，

能な<問合せ指定

する．WHERE

実行前に決定さ

せで<問合せ指定

果として，選択

のような状況が

されると考えら

可能な<問合せ指

可能という用語

述べたとおり，

で，機能 T111

することはでき

となっている．

は，次のいずれ
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指定>の結果の列

在的に更新可能

表（FROM 句に

基となる表の更新

はないが，問合

基となる表の更新

指定>の基とな

ので，これらの条

列に対応する列

も基となる表の列

ないので，さら

ている． 

定> 

新可能であり，

可能な場合，そ

せ指定>が潜在的

演算結果の列で

なく潜在的に更

定>は一般に更新

定> 

定>が次の条件

という． 

表（FROM 句に

結果列が潜在的

句に指定され

問合せ指定>の

副問合せで参照

定>は，SQL-92

句の条件によ

されるべきもの

定>の基となる表

択される行の集

が起きないよう

られる． 

指定> 

語が導入された

機能 T111 の提

1 の提供のない

きない．そのた

 

れかの条件を満
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列が次のいずれ

能という． 

に指定される表

新可能な列に対

合せ結果の表と行

新可能な列に対

る表が一つであ

条件は総じて 1

列であることが

列が演算結果の

に基となる表の

かつ少なくとも

その<問合せ指

的に更新可能で

であるような場

更新可能な列が

新可能とはいえ

を満たすとき，

に指定される表

的に更新可能．

る条件の中に副

基となる表（F

照されない．

2 での更新可能

って選択される

のであるが，現実

表を参照すると

まりが変化して

にするために，

経緯については

提供なしでは実

い場合に，<問合

め，適合性上の

たせば実効的に

論文誌 

年 3 月        

 

れかの

表）が

対応す

行が 1

対応す

あれば

1 対 1

が必要

の列で

の更新

も一つ

定>は

であっ

場合は，

が一つ

えない． 

その

表）が

 

副問合

FROM

な<問

る行の

実の実

と基と

てしま

，この

は 5.2

実際の

合せ指

の機能

に更新



サーベ
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―

 <

<問

な列

―

―

 挿

<問

可能

実

に多

対応

ず，本

しれ

実装

能な場

6.2 

<問

合せ

つの<

能で

だが

 単

<問

指定

定>が

ンライ

は，<

うこ

 一

<問

更新

―

―

―

―

 実
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― <問合せ指定

― <問合せ指定

「更新可能

<問合せ指定>の

問合せ指定>の

という． 

― 単純に更新可

― 一般に更新可

あり，DBMS

を提供する

挿入可能な<問合

問合せ指定>は

な場合に，その

実は，挿入可能

くの議論がなさ

の関係にならな

本来は，挿入可

ない．ただ，そ

は非常に難しい

場合としてしま

<問合せ式>の

問合せ式>は複

も可能な，<問

<問合せ指定>で

ある．<問合せ

，これについて

単純に更新可能

問合せ式>は，

（ORDER BY 句

が単純に更新可

インビューのよ

<問合せ式>が単

とになる． 

一般に更新可能

問合せ式>は次

可能という． 

― <問合せ式>に

る． 

― <問合せ式>が

ALL である

― <問合せ式>が

>の対応する

て更新可能

― <問合せ式>が

の末端で基

実効的に更新可

             

            

定>が単純に更新

定>が一般に更新

な結合，和集合

の更新可能な列

列は，次のいず

可能な<問合せ指

可能な<問合せ

S が機能 T111「

． 

合せ指定> 

は，実効的に更新

の<問合せ指定>

ということにつ

されたわけでは

ない場合でも，挿

可能性は更新可能

そういう場合が原

いと考えられる

まうことは一つ

の更新可能性 

複数の<問合せ指

問合せ指定>を包

で構成される問

せ式>の更新可能

ても纏めておく

能な<問合せ式>

集合演算を含ま

句）等を指定せ

可能な場合に単純

ようなもの）を

単純に更新可能

能な<問合せ式>

次の条件を満たす

に含まれる<問

が集合演算を含

． 

が集合演算を含

る結果列はすべ

でない． 

が集合演算を含

となる表を演算

可能な<問合せ式

              

            

新可能である． 

新可能であり，D

合及び列」を提

列 

ずれかの条件を

指定>の列であ

指定>の潜在的

「更新可能な結合

新可能であり，

>は挿入可能と

ついて，更新可

はないように見受

挿入ができる場

能性とは別に考

原理的にあり得

るので，挿入可能

つの現実解と考

指定>に対して

包含する構文要

問合せも<問合せ

能性は，4.1 で説

． 

> 

まず，再帰や結

せず，<問合せ式

純に更新可能と

指定する場合を

能な<問合せ指定

> 

すとき，その<

合せ指定>が一

含む場合，集合

含む場合，演算項

べて更新可能で

含む場合，演算

算項の間で共有

式> 

             

          

DBMS が機能

提供する． 

を満たせば更新

る． 

的に更新可能な

合，和集合及び

基となる表が

いう． 

可能についての

受けられる．1

場合もあるかも

考えるべきなの

得たとしても，

能を実効的に更

えられる． 

て集合演算を行

要素である．た

せ式>として定

説明されている

結果行の順序付

式>が含む<問合

という．WITH 句

を除くと，実質

定>である場合

問合せ式>は一

一般に更新可能

合演算子は UN

項の各<問合せ

であるかまたは

算項の<問合せ指

有しない． 

              

9 

T111

新可能

な列で

び列」

が挿入

のよう

1 対 1

もしれ

のかも

その

更新可

行う問

ただ一

定義可

る通り

付けの

合せ指

句（イ

質的に

合とい

一般に

能であ

NION 

せ指定

はすべ

指定>

<

は，

に更

―

―



<

その

―

―



<

とい

集

きな

然な

6.3

ビ

<問合

能か

能と

新可

7.

S

能全

核 S

でき

れら

「更

れた

ビュ

義す

ある

とは

とし

のよ

ベン

ンス

さ

            

<問合せ指定>の

次のいずれか

更新可能という

― <問合せ式>

― <問合せ式>

新可能な結

<問合せ式>の更

<問合せ式>の結

の<問合せ式>は

― <問合せ式>

まれる<問合

― <問合せ式>

ALL であり

すべて更新

DBMS が機

供する．

挿入可能な<問

<問合せ式>は，

いう． 

集合演算がある

ないので，<問合

なことと考えら

ビューの更新

ビューは，<ビ

合せ式>が単純

かに応じて，単純

となる．<問合せ

可能な列になる

適合性試験

SQL:1999 以降，

全体が細かい機

SQL）以外は，

きるようになっ

られ，結合ビュ

更新可能な結合

た．T111 が設け

ューの更新可能

するにはあまり

るいは OSS のリ

はほぼ無理では

してビューサポ

ように実装しそ

ンダに任せる，

スはそれ以降現

さて，SQL:199

             

の場合に対応し

かの条件を満たす

． 

が単純に更新可

が一般に更新可

結合，和集合及

更新可能な列 

結果の列は，次

は更新可能な列と

>が集合演算を含

合せ指定>の更

>が集合演算を

り，演算項の各

新可能であるか

機能 T111「更新

問合せ式> 

挿入可能な<問

ると挿入先がど

合せ式>が<問合

れる． 

新可能性 

ュー定義>でキ

純に更新可能，

純に更新可能，

せ式>の更新可

． 

験―その歴史

適合性（conf

能区分に分類さ

適合性を主張

た．機能区分そ

ーや UNION ビ

，和集合及び列

けられた背景を

性は改正を重ね

にも複雑になり

レーショナル

ないかとの認識

ートのための標

の結果がどれほ

という判断に至

在に至るまで変

9 で，適合性の
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した概念になって

すとき，その<

可能である． 

可能であり，DB

及び列」を提供す

次のいずれかの条

という． 

含まない場合は

更新可能な列であ

を含む場合，集

各<問合せ指定>

かまたはすべて

新可能な結合，

問合せ指定>で

どの演算項の表か

合せ指定>であ

キーワード AS に

一般に更新可能

一般に更新可

可能な列に対応す

史と経緯― 

formance）のた

され，最低限適

張する範囲を機能

それぞれに機能識

ビューの更新可

列」という機能識

を次のように推察

ねるにつれて S

りすぎて，これ

DBMS ベンダ

識となり，この

標準機能を標榜

ほど SQL 標準

至ったのだと考

変わっていない

の主張のために

ベース学会和文論

icle No. 1, 2024 年

ている．<問合

<問合せ式>は実

BMS が機能 T1

する． 

条件を満たすと

は，<問合せ式

ある． 

合演算子は U

の対応する結果

て更新可能でな

和集合及び列」

あるときに挿入

かが一般には特

る場合というの

に続いて指定さ

能，実効的に更

可能，実効的に更

するビューの列

ために SQL 規格

適合が必要な部分

能区分によって

識別子が割り当

可能性のために

識別子が割り当

察できる．つま

SQL の構文規則

をプロプライエ

が忠実に実装す

の解決策として，

榜はするが，それ

に適合している

考えられる．この

い． 

に SQL の全機能

論文誌 

年 3 月        

 

せ式>

実効的

11「更

とき，

>に含

UNION 

果列は

なく，

を提

入可能

特定で

のは自

される 

更新可

更新可

列が更

格の機

分（中

て選択

当てら

に T111

当てら

まり，

則で定

エタリ

するこ

，SQL

れをど

るかは

のスタ

能が細



サーベ

    

分化

核 SQ

ると

認め

ま

適合性

はな

Institu

日本

ベン

に対す

イン

スプ

はな

る．こ

い方

かい

に厳格

己申告

訴訟

DBM

完全

「T1

確な表

8. 

SQ

改正

せ式>

供す

うま

よう

スペ

障壁

念を取

今

断は許

解し

謝辞

末

する

参考

[1] 

ベイ論文       

            

されて，細分化

QL（core SQL）

，適合している

るのかが問題と

まず，SQL の適

性試験（confor

くて水準が 3 つ

ute of Standards

では JIS の適合

ダシステムでは

する試験が行わ

フレームの時代

ログラムの可搬

くなった．その

この場合，「SQ

がされることも

レベルでマニュ

格だと考えられ

告ではあるが，

とまではいかな

MS の評判にも

にサポートして

11 の機能のサ

表現がなされる

おわりに 

QL におけるビ

の歴史と共に辿

>に拡張される

る多様な機能と

でもなく，規格

とするクライア

ックで実装しよ

ともなった．S

取り入れたこと

今後，SQL のビ

許さないが，本

ておきたいと考

辞 

末筆ながら，幾

． 

考文献 
Edgar F. Cod
Systems. Inf

             

            

化された機能ご

とパッケージ

との主張の正

となるが，これに

適合性については

rmance test）が

つあっただけで
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